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わが国独自の「地域包括ケア」推進活動に
おける本学会の役割について

日本在宅医学会　代表理事　前 田 憲 志

　2012 年は地域での生活，介護，医療を包括して対応する「地域包括ケア」方式が打ち出され，この

推進のためには「在宅医療」が中心となって，「安心・安全」な生活，ケア，医療をどの地域でも提

供できる「均てん化」を図る事が求められます．この方式の推進拡大のため，「在宅医療連携拠点事業」

が全国 105 箇所の拠点に拡大され，急速な事業展開が進められました．これらの状況のもと，第１５

回日本在宅医学会が松山で開催され，大会長はじめ，関連の皆様方の並々ならぬご尽力により，飛躍

的な成果を得る事が出来ました．　　

　今大会の成果は厚生労働省始め，国立長寿研究センター，各都道府県，医師会，在宅医療連携拠点

事業所，制度設計に当たられる研究機関，そして，日本在宅医学会が一丸となって，その推進に向け

て力を合わせた賜であると考えられ，前代未聞の取り組みでありました．この活動によって高齢化に

伴う「未曾有の国難」に立ち向かうための課題が整理され，各地区の行動活動にも点火され，今後の

加速に繋がる事と存じます．しかし，その見つめる先は遠大なものであり，「均てん化」を図るため，

走りながら，「安心・安全」の質の担保を充実させ，更に，「より良い成果」を挙げるための学会の使

命である「教育・研修・研究活動」を推進してまいらねばなりません．在宅医療の質の「安心・安全」

を担保するための方策の一つとして，200 床未満の病院との連携による「在宅療養支援アセスメント

方式」が試みとして行われています．この方式では患者ご自身，ご家族，担当在宅医を始めとする多

職種にとって，「安心・安全」の担保に繋がると共に，緊急時の入院体制の確保にも有用となり，全

員参加が原則とされる「かかりつけ医」の在宅推進にも有用であると考えられます．さらに，当学会

にとりましても，在宅医療全般にわたる「安心・安全」の担保の検討や研究にとって一定の共通尺度

で評価された「在宅医療症例のデータベース」の構築は必須の課題であり，「在宅療養支援アセスメ

ント方式」で承諾を得られたデータをデータベース構築に役立てることは実用的な方略であり，「在

宅医療の科学的発展」にとって重要な課題であると考えています．各地域において，「在宅療養支援

アセスメント方式」が実施され，多くの方々に利用され，評価，改良が進められることを望むもので

あります．また，多種・多様な症例を在宅において治療・ケアするにあたり，大きな医療福祉分野に

成長させていくには，臨床の課題を分析し，基礎研究の分野に提示することや，逆に基礎研究を臨床

の立場から理解し，基礎成果を臨床に応用する上で有効活用可能であるかについて検討を加えていく

ことも重要な方略と考えています．これは単なる Translational Research ではなく，課題を重要な要

素に Crunching（噛み砕き）を行なって，研究課題の要素を明らかにし，研究の加速を図る事を目的

とした方略であります．本巻では，第 15 回大会での成果が取り上げられており，日常の在宅診療に

応用頂きますとともに，在宅医療は「普遍的な医療福祉分野」として，遍く提供し得る事が求められ

ることとなりましたので，多くの方々が開発者の気概を持たれ，この分野へのご参加を期待するもの

であります．

巻頭言




